
  

― ― CONTENTSCONTENTS ― ―



ゆ
と
り
と
誇
り
を
感
じ
、夢
の
あ
る
ま
ち
に
―
―

熊
谷
市
政
、始
動

ど
の
医
療
施
設
を
招
致
し
、産

科
に
つ
い
て
は
助
産
院
の
模

索
、さ
ら
に
は
救
急
救
命
な
ど

の
命
に
関
わ
る
診
療
科
を
優
先

的
に
招
へ
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添

い
、持
続
可
能
な
運
営
体
制
を

構
築
し
、地
域
住
民
の
健
康
と

安
心
を
守
る
た
め
、現
状
の
３

つ
の
市
立
病
院
の
再
編
や
民
営

化
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
行

い
、令
和
８
年
度
中
に
、そ
の
方

向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
学
校
教
育

　

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴

い
、学
校
再
編
を
進
め
て
い
ま

す
が
、現
在
の
学
校
再
編
計
画

を
見
直
し
、中
学
校
の
再
編
を

優
先
し
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、子
ど
も
た
ち
の
学
習
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、中
高
一
貫
校
設

置
に
関
し
て
県
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

　

近
年
、深
刻
化
し
て
い
る
不

登
校
や
い
じ
め
問
題
に
は
、専

門
家
や
教
育
関
係
機
関
を
含
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

り
、地
域
全
体
で
協
力
し
て
問

題
解
決
に
取
り
組
み
、さ
ら
に

方
針
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
迫
庁
舎
と

迫
公
民
館
は
、支
所
機
能
と
公

民
館
機
能
を
合
わ
せ
た
複
合
施

設
と
し
て
の
整
備
も
視
野
に
入

れ
、図
書
館
は
、公
民
館
施
設
や

空
き
校
舎
を
活
用
す
る
な
ど
、

新
た
な
図
書
館
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

②
病
院
事
業

　

市
民
の
医
療
不
安
解
消
の
た

め
に
は
、登
米
市
民
病
院
の
建

て
替
え
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、新
た
な
整
備
に
つ
い
て

は
現
状
の
赤
字
経
営
体
質
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。ま
ず

は
、登
米
市
民
病
院
患
者
の
満

足
度
調
査
を
実
施
し
た
上
で
、

建
て
替
え
す
る
施
設
規
模
な
ど

を
慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も

に
、大
崎
市
民
病
院
や
石
巻
赤

十
字
病
院
に
通
院
可
能
な
公
共

交
通
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
に
は
出
産
で
き

る
医
療
機
関
が
な
い
現
状
か

ら
、子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い

ま
す
。産
婦
人
科
や
小
児
科
な

し
、関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、地
域
経
済
全
体
の
活
性
化

を
進
め
る
た
め
、新
た
な
雇
用

の
場
の
創
出
に
向
け
た
制
度
を

創
設
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
人
口
減
少
対
策

　

近
年
、価
値
観
の
多
様
化
に

伴
い
、都
市
以
外
で
の
生
活
も

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。豊
か
な
自
然
環
境
や

豊
富
な
食
材
等
を
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
、多
様
な
生
活
に
応

え
ら
れ
る
環
境
の
整
備
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。登
米
産
仙

台
牛
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上
さ
せ
、積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、市
内
に
お
い
て

市
内
産
の
農
畜
産
物
が
食
せ
る

場
所
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
提

供
、さ
ら
に
は
、新
じ
ゃ
が
を
活

用
し
た
新
た
な
事
業
展
開
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
支
援
を
充
実

さ
せ
、産
み
育
て
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
、保
育
サ
ー
ビ

ス
や
育
児
休
業
制
度
の
拡
充
を

進
め
ま
す
。結
婚
か
ら
妊
娠
・
出

産
、子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
に
よ
り
、子
育
て
家
庭

等
の
経
済
的
・
物
理
的
支
援
を

は
、誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う「
学
び
の
多
様
化

学
校
」の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、国
が
令
和
８
年
度
か

ら
小
学
校
の
無
償
化
を
開
始
す

る
方
針
で
あ
り
、市
独
自
に
中

学
校
ま
で
対
象
を
拡
大
し
、学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
産
業
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

「
よ
り
稼
げ
る
強
い
産
業
」へ
転

換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
を
支

援
し
、高
付
加
価
値
な
農
産
物

の
生
産
向
上
と
地
域
の
担
い
手

確
保
に
取
り
組
み
、食
料
産
業

で
あ
る
農
業
の
振
興
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

生
活
が
で
き
る
だ
け
の
所
得
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
雇
用
の
場
の

確
保
と
、登
米
市
の
特
色
を
生

か
し
た
産
業
の
振
興
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

農
畜
産
業
、商
工
業
、サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
部
門
を
問
わ
ず
、人

材
育
成
に
対
す
る
取
組
を
推
進

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
は
、防
災
・
減
災
対
策
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。河
川
改
修
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、避
難
所
や
災
害
発

生
時
の
対
応
な
ど
を
想
定
し
、

ソ
フ
ト
対
策
も
重
要
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
。関
係
機
関
や
自
主

防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ

た
る
事
前
防
災
対
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

◉
結
び
に

　

登
米
市
は
、さ
ま
ざ
ま
な
政

策
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す

が
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
と
、市
民
の
皆
様
に
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、職

員
と
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
出

し
合
い
、ま
た
、市
民
の
皆
様
、

議
員
各
位
の
お
知
恵
も
借
り
な

が
ら
、新
し
い
登
米
市
を
築
い

て
い
き
ま
す
。

　

登
米
市
誕
生
後
、20
年
で
約

１
万
８
千
人
の
人
口
が
減
り
、

ま
ち
の
活
力
も
低
下
し
て
お

り
、こ
の
傾
向
は
現
在
も
続
い

て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
策
に
は
、あ
ら
ゆ
る

政
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、市
政
運
営
に
当
た

り
ま
し
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
市
民
皆
様
の
意
向
を
把
握

し
、参
考
に
す
る
こ
と
、市
政
情

報
を
積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
お

り
、市
民
の
皆
様
の
生
活
が
最

も
大
事
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
生
活
第
一
主
義
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、市
民
の
皆
様
の

生
活
・
所
得
・
医
療
・
福
祉
・
教
育

等
が
向
上
し
、「
心
身
と
も
に
ゆ

と
り
と
誇
り
を
感
じ
ら
れ
、夢

の
あ
る
登
米
市
づ
く
り
」に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◉
重
点
政
策

①（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
構
想
を
白
紙
撤
回

　

本
庁
舎
機
能
は
、既
存
の
各

庁
舎
を
活
用
す
る
こ
と
で
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。今

後
の
本
庁
舎
機
能
の
あ
り
方
や

整
備
も
視
野
に
入
れ
た
中
で
、

中
田
庁
舎
と
南
方
庁
舎
、登
米

庁
舎
、石
越
庁
舎
の
利
活
用
の
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市民インタビュー

　農業経営をしていて感じることは、若い人で農
業をしたいという人がいても、雇用する受け皿が
まだ少ないということです。登米市は日照時間が
長くて農業に適しているので、ここで農業をした
いと思ってもらえるようになったらいいですね。

　東京都出身ですが、すごく自然豊かで食べ物が
おいしく、子連れで参加できるイベントも多いの
で、子育てにとてもいい環境だと感じています。雨
の日や気温が高いときに、日曜日でも屋内で遊べ
る施設があると助かりますね。

　会社経営の傍ら、地域広報紙「石越ちょす！」の
発行やイベントの運営をしています。若い人が元
気で活躍できる場があると地域の活性化につなが
ると思います。市長には、若者の取り組みを積極的
に応援してもらえるように期待しています。

　各町にスポーツクラブがあり、体育館やグラウ
ンドもあるので、スポーツに親しみやすい環境は
整っていると思います。しかし、健康寿命が宮城県
の平均よりも短いので、スポーツ振興を進めて健
康で元気なまちにしてほしいです。

　カナダから移住してきました。夫婦の夢だった
家庭菜園があって、自然の音を聞きながらゆった
りとした時間を過ごす今の生活に満足していま
す。農地の手続きが難しかったので、そのサポート
があるともっと移住しやすくなると思います。

　現在は仙台市内の大学に通っています。進学な
どで市外に行く人は多いと思いますが、いずれは
地元に戻ってきたいという人もいると思います。
若い人たちが帰ってきたくなるようなまちづくり
を進めてほしいです。

　昔は飲食店街がもっとにぎやかだったと思いま
すが、現在は少し静かになってしまった印象です。
誰もが安心して暮らすことができ、気軽にご飯を
食べに出かけられるようになって、まちに活気と
にぎわいが戻ってきたらうれしいです。

　観光名所やおいしい食べ物がたくさんあるの
で、その観光資源を生かして市外からの観光客が
多くなれば、経済効果も大きくなって活気あるま
ちになっていくと思います。市長にもいろいろな
場所で観光PRをしてほしいです。

Voice of the people

◎ 熊谷市政、始動

　仕事で地域の人たちと会う機会が多いですが、
行政区の活動が活発な地域も多く、公民館でもお
手伝いさせてもらって楽しく過ごしています。地
域の人たちが明るく暮らし続けられるまちであっ
てほしいですね。

　登米市は住みやすいと思いますが、数年に一度
大雨などで被害を受けています。これからは、今ま
で以上に地域全体で防災・減災に取り組む体制づ
くりが必要になってくると感じています。私も消
防団員が増えるように声がけしてきたいです。

　登米市には伝統的な文化が多いので、みんなに
知ってもらいたいです。一度は登米市を離れる子
どもたちもいると思いますが、いずれ戻ってきて
各地域の伝承文化をさらに次の世代へつないでも
らえるようになったらうれしいです。
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2 0 2 5 春

　

１
９
６
９
年
に
教
員
と
な

り
、歌
津
町（
現
南
三
陸
町
）

立
名
足
小
学
校
に
勤
務
。97

年
か
ら
牡
鹿
町（
現
石
巻
市
）

立
大
原
小
学
校
長
、県
教
育

事
務
所
指
導
主
事
、東
和
中

学
校
長
等
を
歴
任
し
、07
年

に
退
職
し
ま
し
た
。08
年
か

ら
は
登
米
市
教
育
委
員
会
委

員
長
を
務
め
、学
校
教
育
の

振
興
や
教
育
行
政
の
推
進
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
４
年
に
保
護
司
を

受
嘱
以
降
、30
年
８
カ
月
間

に
わ
た
り
保
護
司
活
動
に
尽

力
し
ま
し
た
。多
く
の
保
護

観
察
事
件
を
担
当
し
、相
手

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
耳

を
傾
け
、的
確
な
見
立
て
と

高
い
指
導
力
で
立
ち
直
り
を

助
け
、地
域
社
会
の
安
全
・
安

心
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

更
生
保
護
の
充
実
発
展
に
貢

献
し
ま
し
た
。

加藤

　

１
９
７
７
年
に
教
員
と
な

り
、山
元
町
立
坂
元
小
学
校

に
勤
務
。２
０
０
２
年
か
ら

県
教
育
庁
義
務
教
育
課
指
導

主
事
、04
年
か
ら
南
郷
町（
現

美
里
町
）立
南
郷
小
学
校
長
、

南
三
陸
町
立
志
津
川
小
学
校

長
等
を
歴
任
し
、14
年
に
退

職
し
ま
し
た
。13
年
に
は
南

三
陸
町
内
小
中
学
校
長
会
長

を
務
め
、学
校
教
育
の
振
興

に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
７
年
中
田
町
消
防

団
に
入
団
。２
０
１
３
年
登

米
市
消
防
団
分
団
長
、16
年

同
副
団
長
に
就
任
し
、地
域

防
災
の
確
立
に
貢
献
し
ま
し

た
。18
年
に
退
団
す
る
ま
で

の
40
年
５
カ
月
間
、災
害
防

止
、消
防
設
備
の
整
備
拡
充

な
ど
に
寄
与
し
、住
民
生
命

と
財
産
の
保
護
、消
防
技
術

お
よ
び
地
域
防
災
力
の
向
上

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
９
年
豊
里
町
消
防

団
に
入
団
。２
０
０
９
年
登

米
市
消
防
団
分
団
長
、11
年

同
副
団
長
に
就
任
し
、地
域

防
災
の
確
立
に
貢
献
し
ま
し

た
。22
年
に
退
団
す
る
ま
で

の
43
年
２
カ
月
間
、団
員
の

消
防
技
術
の
向
上
な
ど
に
寄

与
し
、住
民
生
命
と
財
産
の

保
護
、消
防
技
術
お
よ
び
地

域
防
災
力
の
向
上
に
尽
力
し

ま
し
た
。

人
事

往
来

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
５
月
招
集
議
会
は
５
月

16
日
に
開
か
れ
、教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。同
議
会
で
、

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
、補
充
員
を
含
む

８
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
４
年
南
方
町
消
防

団
に
入
団
。２
０
１
１
年
登

米
市
消
防
団
分
団
長
、17
年

同
副
団
長
に
就
任
し
、地
域

防
災
の
確
立
に
貢
献
し
ま
し

た
。22
年
に
退
団
す
る
ま
で

の
38
年
間
、団
員
の
育
成
指

導
、防
火
思
想
の
普
及
高
揚

な
ど
に
寄
与
し
、住
民
生
命

と
財
産
の
保
護
、消
防
技
術

お
よ
び
地
域
防
災
力
の
向
上

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
９
年
に
教
員
と
な

り
、宮
城
県
築
館
高
等
学
校

に
勤
務
。２
０
０
６
年
か
ら

県
教
育
庁
高
校
教
育
課
生
徒

指
導
班
長
、08
年
田
尻
さ
く

ら
高
等
学
校
長
、11
年
古
川

高
等
学
校
長
を
歴
任
し
、15

年
に
退
職
し
ま
し
た
。17
年

か
ら
は
宮
城
学
院
女
子
大
学

非
常
勤
講
師
を
務
め
て
お

り
、学
校
教
育
や
社
会
教
育

の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

▼
橘
智と

も

法の
り

さ
ん（
津
山

町
）▼
阿
部
公こ

う

さ
ん（
豊
里
町
）▼

春
日
浩ひ

ろ

光み
つ

さ
ん（
中
田
町
）▼
千
葉

ま
す
み
さ
ん（
東
和
町
）
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近
年
の
大
規
模
化・
複
雑
化
す

る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
、石
巻

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
、登
米
市
消
防
本
部
、気
仙
沼・
本

吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
の
３
つ
の
消
防
本
部
で
は
、令

和
８
年
４
月
か
ら
、１
１
９
番
通
報

の
受
け
付
け
な
ど
の
消
防
指
令
業

務
を
統
合
し
、新
た
に「
宮
城
県
東

部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用

を
開
始
し
ま
す
。

　

３
つ
の
消
防
本
部
管
轄
地
区
の

災
害
情
報
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、隣
接
す
る
地
区
へ
の
迅

速
な
応
援
出
動
な
ど
が
可
能
と
な

り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

令
和
８
年
１
月
か
ら
、各
消
防

本
部
の
１
１
９
番
電
話
回
線
を
新

し
い
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
順
次

切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。テ
ス
ト

総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

まずは友だち登録をまずは友だち登録を

➊

➋

➌

共に登米市を支える仲間を募集します

を
含
め
た
仮
運
用
を
実
施
し
た

後
、同
年
４
月
１
日
か
ら
本
格
運

用
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、１
１
９
番
通
報
の
方
法

（
電
話
の
か
け
方
）に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、こ
れ
ま
で
と
同
様

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

消
防
本
部
指
令
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
９

．．最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
た
め
、シ
ス
テ
ム
に

備
わ
っ
た
高
性
能
な
検
索
機

能
に
よ
っ
て
瞬
時
に
通
報
場

所
の
特
定
が
可
能
で
す

．．基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、各
市
町
を
管
轄
す

る
消
防
署
か
ら
出
動
し
ま
す

☎

☎

➊
➋

☎

➊

➋

➊

➋ ➌
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☎

20
歳
を
迎
え
る
人
た
ち
の
健
や

か
な
心
身
の
成
長
と
社
会
人
と
し

て
の
門
出
を
祝
し
、「
登
米
市
二
十

歳
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
11
日（
日
）

午
後
１
時（
受
付
＝
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分
）

エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

平
成
17
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、次
に
該
当
す
る
人

➊
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

➋
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
で
市

内
に
住
所
を
有
す
る
人

➌
前
記
以
外
で
登
米
市
二
十
歳
の

集
い
に
出
席
を
希
望
す
る
人（
要

申
し
込
み
）

※
市
内
の
小
学
校
を
卒
業
以
降
、

進
学
な
ど
の
理
由
で
現
在
市
内
に

住
所
が
な
い
人
は
➌
に
該
当
し
ま

す
の
で
、出
席
を
希
望
す
る
場
合

は
必
ず
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
対
象
者
に
は
、10
月
頃
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。当
日
は
、案
内

状
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、案
内
状
が
12
月
上
旬
ま
で

に
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

対
象
者
で
、二
十
歳
の
集
い
の

企
画
・
運
営
に
協
力
す
る
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。活
動
は
月
１

回
程
度
で
す
。希
望
す
る
人
は
、電

話
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

７
月
31
日（
木
）教

育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
生

涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

死syogaigakusyu@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

☎

　気温や湿度などの条件から、熱中症の危険性が特
に高まると予測される場合に、環境省と気象庁から
「熱中症警戒アラート」または、より危険な状況では
「熱中症特別警戒アラート」が発表されます。
※具体的な発表基準など、詳しくは環境省ホーム
ページをご覧ください

　県内に「熱中症警戒アラート」が発表された場合、
市公式LINEやメール配信サービスでお知らせしま
す。「熱中症特別警戒アラート」が発表された際には、
防災無線による放送も実施します。

　外出や屋外での活動をできるだけ中止し、小まめ
な水分補給や冷房の活用など、熱中症を防ぐ対策を
徹底してください。

　暑さを一時的にしのげる場所として、公共施設や
スーパーマーケットなどに、クーリングシェルター
を設置しています。

10月22日（水）まで
気温が28度を超えるなど施設で冷房運転

をする場合のみ
※利用にあたっては、設置施設の管理者の指示に
従ってください。また、水分補給用の飲料は各自ご用
意ください
※開放時間、開放エリアなどは施設によって異なり
ます。詳しくは市公式ホームページをご覧ください

市民生活部健康推進課（保健推進係）
☎ 0220（58）2116

　熱中症による健康被害を防ぐためには、正しい知識を
身に付け、自分自身の体調の変化に注意しながら、周囲に
も気を配ることが大切です。
　熱中症が疑われる人を見かけたら、涼しい場所に避難
させ、体を冷やし、水分補給を促しましょう。自力で水が
飲めない、意識がない場合は、ためらわず救急車を呼んで

ください。体温調整が未発達な子どもや、暑さや水分不足
に対する感覚が低下している高齢者は特に注意が必要で
す。また、障がいのある人は自ら症状を訴えられない場合
があるため、特に配慮が求められます。
　熱中症への警戒・予防のために、熱中症（特別）警戒ア
ラートやクーリングシェルターをご活用ください。
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森林インストラクターの解説を聞きながら、森林の香りや音、景
色などを五感で感じて癒し効果を満喫していました。

　登米の森ワークショップ「癒し効果最大⁉春の森林
セラピー」は５月17日、県内で初めて森林セラピー基地
として認定された登米ふれあいの森で開催され、市内
外から10人が参加しました。
　森林セラピーは、連続テレビ小説「おかえりモネ」で、
本市が「森の町」として描かれたことから開催。涌谷町
から参加した安部樹

いつき

さんは「前回秋に参加して、春にも
来てみたいと思ったので参加しました。森林に来ると
独特な雰囲気があって、心が穏やかになりますね。今回
は雨が降っていましたが、ひんやりした空気が気持ち
よかったです」と話していました。

小さな太鼓を打ち鳴らす踊り手「ヤッサカ」に見守られ、笛の音
色や口上に合わせてテンポよく苗を植えていました。

　「狼
おい の が わ ら

河原流田植踊り」（同保存会『夢創の会』主催）が５
月11日、東和町米川地内で実施され、多くの観客でにぎ
わいました。
　豊作祈願の踊りとして米川地区の小学生に伝承さ
れ、学習発表会や地域のイベントで踊られてきたこの
踊りは、今回初の試みとして、実際に田植えをしている
田んぼで披露されました。保存会会長の芳賀勝

かつ

郎
ろ う

さん
は「米川地区に伝わる伝統的な踊りで、継承していくこ
とが大切だと思っている。今回のように多くの人に見
てもらえる機会をつくり、子どもたちの参加を増やし
ていきたい」と話しました。

過去最多となる来場者数を記録した今回。70を超えるブース
は、どこも笑顔の人たちでにぎわっていました。

　「とめまる2025」（同実行委員会主催）は５月24日、エ
スファクトリー東北中江公園とオサベフーズ迫体育館
を会場に開催され、延べ約２万３千人が来場しました。
　とめまるは、飲食、物販、ステージ、アトラクション、
サブカルチャー体験など、さまざまなブースを楽しめ
るマルシェイベントで、今年で３回目。会場内にはキッ
ズ見守りスペースや、おむつ替え・授乳スペースも設け
られ、小さな子ども連れの人も安心して楽しめるよう
に配慮されていました。来場者は「おいしいものを食べ
ながら、一日中遊びました。紙ヒコーキ作りとキッズサ
スケが特に楽しかったです」と感想を話していました。

球根は、姉妹都市の富山県入善町から毎年購入。大勢の見物客が
満開のチューリップを楽しみました。

　「米山チューリップまつり」が４月22日から５月６日
まで、道の駅米山に隣接する会場で開かれました。
　昨年11月に植えられた約10万株が花を咲かせ、彩り
豊かなチューリップのカーペットが広がりました。道
の駅米山「ふるさとセンターY・Y」の山崎準

じゅん

一
い ち

郎
ろ う

駅長
は「米山の春の風物詩として定着し、多くの人が足を運
んでくれるので、地域の活性化につながってほしい」と
願いを込め、利府町から訪れた小畑五

ご

郎
ろう

さんは「カメラ
が趣味なので写真を撮りに来ました。色とりどりのチ
ューリップがあってきれいだったので、帰ったら写真
を孫に見せます」と笑顔で話していました。

雨上がりで足元がぬかるんでいましたが、参加者は、大切な森林
を次世代に残そうと一本一本丁寧に植樹していました。

　市制施行20周年記念事業「市民参加の新たな森林づ
くり」植樹祭は５月25日、津山町柳津地内で開かれ、119
人が植樹しました。
　植樹祭では、参加者がカラマツ千本を植えたほか、熊
谷康

やす

信
の ぶ

市長が市制施行20周年を記念して植樹。参加し
た阿部立

り

空
く

さん（11）＝津山町横山９区＝は「弟の小学
校入学の記念に植樹しました。弟も苗木も大きく元気
に育ってほしいです」と願いを込めました。植樹後に
は、もくもくランドでマスクド軍団によるパフォーマ
ンスの披露と、地域おこし協力隊による木工キャンド
ルライトスタンド作りが開催されました。

登米総合産業高生徒を講師に花を植える児童たち。「高校生のお
兄さんが優しく教えてくれました」と話していました。

　「人権の花運動」（登米人権擁護委員協議会主催、乾和
かず

子
こ

会長）が５月２日から28日まで、豊里、石森、上沼、東
和の４小学校と迫支援学校で実施されました。
　この運動は、小学生が花を慈しみ育てることを通し
て「思いやりの心」と「命の大切さ」を学ぶことが目的。
東和小学校では５月23日、５、６年生60人が登米総合産
業高農業科の生徒の協力を得ながら、マリーゴールド
とジニア約140本の苗を植えました。猪股美

み

桜
お

さん＝東
和小６年＝は「花を傷つけないように優しく植えまし
た。元気に大きく育つように水をいっぱいあげて、大切
に育てます」と目を輝かせていました。
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食べる事が大好き食い
しん坊な僕。たくさん
お世話をしてくれるお
姉ちゃんと仲良く元気
に大きくなってね。

いつも元気いっぱいに
笑ったりしゃべったり、
もうかわいすぎっ！こ
れからも健やかに育っ
てね。

いつも笑顔で元気いっ
ぱいの架乃ちゃん。弟
にも優しくお世話をし
てくれてありがとう。

いろんな事に興味を持
ち、元気いっぱいの灯
優くん。 周りを明るく
灯
と も

し、優しさあふれる
子に育ちますように。

　ぼくのお母さんは陶芸家で、主に皿や大きな
つぼを作っています。ぼくが陶芸を始めた理由
は、お母さんが作品を作る姿が楽しそうで、自分
も作ってみたいと思ったからです。試しに作っ
てみたら楽しくて、うまくできました。これから
も、もっと上手に作れるように続けたいです。
　陶芸で皿などを作るときは、電動ろくろを使
います。特に難しいのは、余った粘土と皿を引き
離すところです。ここを失敗すると皿が台無し
になってしまうので、いつも慎重に作業します。
　ぼくが陶芸家になったら、特にシーサーを作
りたいです。シーサーは口を開けたものと閉じ
たものにそれぞれ意味があります。開けた方は
「悪いものを寄せ付けない」、閉じた方は「幸せを
閉じ込める」といわれているので、両方とも上手
に作れたらいいなと思います。
　これからも手伝いをたくさんしながら、お母
さんの作り方を受け継ぎ、見た人に喜んでもら
える作品を作れるようになりたいです。

お見合いだけど、お互い断ったつもりが、
思い違いの結果、結局出会うことになったんだ。

でも、そこから２カ月で入籍したの。
★

自分をしっかり持っている人だね。
包容力がある人だと感じましたよ。

★
結婚してすぐの頃に、毎晩仕事終わりに

電車で仙台まで映画を見に行ったことかな。
旅行も国内外いろんな所に行きましたね。

お互い相手に求めすぎないことが大事だね。
けんかしてもつまらないもの。

健康維持のために、パークゴルフで体を
動かしたいな。

遠出は難しいけれど、また京都へ旅行で
きたらうれしいなと思っています。

　リレーエッセイのバトンをつないでくださった伊藤
さんのお店を間借りし、実店舗を持たずに「Q

クワイエット

uiet C
コ ー ヒ ー

offee 
R
ロ ー ス タ ー ズ

oasters」という自家焙煎の珈
コ ー ヒ ー

琲豆屋を経営しています。
　生まれも育ちも登米市の私は、それぞれの分野で色を
持ち、市内で活動・活躍している先輩や友人たちに恵まれ
て、これまでにたくさんの体験や経験をさせてもらいま
した。珈琲も同じで、生産地や品種、焙煎、抽出などによっ
て、それぞれ個性の色（味）があります。豆選び、焙煎、抽出
には自分なりのこだわりがありますが、それはひとまず
置いといて、私が焙煎した珈琲を飲んだ人に「なんかおい
しいね」「なんかまた飲みたいね」と感じてもらえたらう
れしいな、といつも思っています。
　現在、実店舗を構える計画中です。その場所を起点に、
珈琲を通じたさまざまな交流やつながりが生まれ、新し
い色を持った人や場所がどんどん増えていき、さまざま
な色の体験や経験が、登米の若い次世代へとつながって
いくことを願いながら、今日も珈琲豆を焙煎しています。
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レ
ッ
ス
ン
、タ
ッ
チ
ケ
ア
＆
マ
マ

ス
ト
レ
ッ
チ

７
月
１
日（
火
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

森
の
く
ま
さ
ん

森
の

く
ま
さ
ん

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
１
０
５

◉
　

妊
娠
中
、出
産
、育
児
の
こ
と
に

つ
い
て
、ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
。リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
＆
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん
、

乳
児
期
の
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母

さ
ん
、お
父
さ
ん

７
月
８
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

妊
娠
や
出
産
、育
児
に
つ
い
て
、

助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、心
配
な
こ
と
、不
安

な
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
15
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

夫
婦
で
の
参
加
、す
で
に
育
児

を
さ
れ
て
い
る
パ
パ
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

妊
娠
・
出
産
に
よ
る
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
に
つ
い
て
、着
替
え
や

お
む
つ
交
換
な
ど

７
月
16
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

　

H
I
V
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
抗

体
検
査
、肝
炎（
B
型
・
C
型
）ウ
イ

ル
ス
検
査
、骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。

７
月
９
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

実
施
日
の
２
日
前石

巻

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
含
ま
れ
る
物
を

取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

子
育
て
中
の
マ
マ
同
士
で
話

し
な
が
ら
、体
を
動
か
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

保
健
所
登
米
支
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

◉
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
人
の
家
族
を

対
象
に
、治
療
や
回
復
の
過
程
な

ど
に
つ
い
て
学
び
合
う
教
室
を
実

施
し
ま
す
。専
門
の
相
談
員
に
よ

る
個
別
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

７
月
２
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

６
月
25
日（
水
）

◉
　

D
V
や
モ
ラ
ハ
ラ
、離
婚
、虐

待
、パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
、家
庭

の
問
題
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子

育
て
な
ど
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
16
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

７
月
15
日（
火
）午
後

３
時

◉

】石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）

※
い
ず
れ
も
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

■
　

熱
中
症
と
は
、高
温
多
湿
な
環

境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、体
温

調
整
が
う
ま
く
で
き
ず
、体
内
に

熱
が
こ
も
っ
た
状
態
で
す
。特
に

高
齢
に
な
る
と
、暑
さ
や
水
分
不

足
を
感
じ
に
く
く
な
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

▼
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
、小
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。入
浴
前
後
や
起
床
後

は
、特
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

▼
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
部
屋
の

温
度
・
湿
度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

遮
光
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
、打
ち

水
も
利
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

▼
外
出
す
る
際
は
、涼
し
い
服
装
で

日
傘
や
帽
子
を
利
用
し
て
直
射
日

光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」発
表
時
は
、外
出
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。食
欲
が
な
い

時
は
、牛
乳
や
ゼ
リ
ー
な
ど
、水
分
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チ
ャ
チ
ャ
ワ
ー
ル
ド
い
し

こ
し

無
料

同
実
行
委
員
会
事

務
局（
登
米
中
央
商
工
会
石
越
町

支
所
内
）

☎
０
２
２
８（
３
４
）２
０
６
４

　
　
　
　

　

市
民
バ
ス
停
留
所
へ
の
広
告
掲

載
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。広
告

塔
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

事
業
所
や
事
務
所
店
舗
な

ど
が
あ
る
個
人
や
法
人

➊
登
米
市
民
病
院

　

令
和
７
年
は
、昭
和
時
代
の
始

ま
り
か
ら
１
０
０
年
目
、太
平
洋

戦
争
終
結
か
ら
80
年
目
の
年
。当

時
の
公
文
書
や
学
校
資
料
な
ど
を

通
じ
て
、激
動
の
昭
和
初
期
を
振

り
返
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
12
日（
土
）〜
９

月
28
日（
日
）

歴
史
博
物
館

※
入
館
料
は
無
料歴

史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

➊
７
月
22
日（
火
）➋
７
月

24
日（
木
）➌
７
月
29
日（
火
）➍
８

月
７
日（
木
）➎
８
月
18
日（
月
）／

午
後
１
時
開
場➊

す
み
っ
コ
ぐ
ら
し

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

前（
４
枠
）➋
佐
沼
高
校
北（
３
枠
）

➌
佐
沼
高
校
正
門
前
上
り（
２
枠
）

➍
佐
沼
高
校
正
門
前
下
り（
２
枠
）

➎
登
米
総
合
産
業
高
校
前（
５
枠
）

➏
若
草
園（
１
枠
）

Ａ
１
版
以
内

令
和
８
年
３
月
ま
で

１
枠
月
額
５
千
円

随
時

郵
送
ま
た
は
持
参

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に

「
バ
ス
停
留
所
広
告
掲
載
申
込
」と

記
載
し
て
く
だ
さ
い

※
広
告
の
制
作
、設
置
、撤
去
費
用

は
広
告
主
負
担
で
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
地

域
交
通
・
交
流
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
２
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

７
月
20
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
申
込
先
着
順
、

中
学
生
以
上
）７

月
1
日（
火
）〜
13

日（
日
）

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【

➊
令
和
７
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
後
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
８
年
３

月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
➋
人
事

院
が
➊
に
準
じ
る
と
認
め
る
人

６
月
25
日（
水
）ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み

９
月
７
日（
日
）

仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課（
試
験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
３
６
）

　

参
加
者
同
士
で
交
流
を
し
な
が

ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

８
月
３
日（
日
）午
前
８
時

45
分
開
会 エ

ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

７
月
11
日（
金
）

１
チ
ー
ム
３
千
円

登
米
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
神
楽
や
田

植
踊
、鹿
踊
の
他
、市
内
の
民
俗
芸

能
団
体
が
出
演
。ゲ
ス
ト
と
し
て

重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
湯
元
の

田
植
踊
」（
仙
台
市
）も
披
露
さ
れ

ま
す
。ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

６
月
29
日（
日
）午
前
10
時

50
分
〜
午
後
２
時
30
分

伝
統
芸
能
伝
承
館「
森
舞

台
」

無
料（
別
途
、森
舞
台
の

入
館
料
２
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
）

教
育
委
員
会
教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
課

☎
0
2
2
0（
3
4
）2
3
3
2

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
の
絵
画
作
品
を
、鑑
賞
方
法

の
コ
ツ
や
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
と
一

緒
に
紹
介
し
ま
す
。

７
月
５
日（
土
）〜
９

月
７
日（
日
）

登
米
懐
古
館

大
人
４
０
０
円
、高
校

生
３
０
０
円
、小
中
学
生
２
０
０
円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

〜
ツ
ギ
ハ
ギ
工
場
の
ふ
し
ぎ
な
コ

〜
➋
猫
の
ル
ー
フ
ァ
ス
と
魔
法
の

王
国
➌
フ
ラ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
➍
お

い
し
い
給
食 

卒
業
➎
ざ
ん
ね
ん

な
い
き
も
の
事
典

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

市
内
の
幼
児
、小
中
学

生（
保
護
者
同
伴
可
）

各
日
先
着
30
人

無
料

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

　
「
高
森
ブ
ル
ー
」を
は
じ
め
、約

１
万
株
の
色
鮮
や
か
な
ア
ジ
サ
イ

が
咲
く
チ
ャ
チ
ャ
ワ
ー
ル
ド
い
し

こ
し
を
会
場
に
、期
間
中
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
５
日（
土
）〜
13
日

（
日
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶

▶

▶

☎

➊

➋

➌

☎
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☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

と「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

市
内
に
在
住（
過
去

在
住
も
含
む
）し
、生
計
の
基
礎
が

市
内
に
あ
り
、学
資
の
支
払
い
が

困
難
な
人

１
人

予
算
の
範
囲
内

７
月
１
日（
火
）〜
９

月
５
日（
金
）

※
重
複
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

※
提
出
書
類
や
奨
学
金
の
併
用
な

ど
、詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
、問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

簿
記
会
計
知
識
の
習

得
と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
基
礎

的
な
事
務
処
理
技
能
の
習
得

再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者

15
人

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

㊏

㊍

◉

☎

㊌
◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊏

㊊

◉

☎

㊊

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

８
月
29
日（
金
）〜
11

月
28
日（
金
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室（
迫

町
佐
沼
字
中
江
１
丁
目
9
―
1
）

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約

１
万
３
千
円（
受
講
料
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

７
月
９
日（
水
）〜
８

月
８
日（
金
）８

月
18
日（
月
）

県
登
米
合
同
庁
舎

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

す
。令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、被

保
険
者
証
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。国
保
の
人
で
、マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
る
人

に
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」、

登
録
し
て
い
な
い
人
に
は「
資
格

確
認
書
」、後
期
高
齢
の
人
に
は

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、全
て
の
人
へ「
資
格
確
認
書
」

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を

し
て
い
な
い
場
合
な
ど
は「
資
格
確

認
書
」を
交
付
し
ま
す
の
で
、こ
れ

ま
で
の
被
保
険
者
証
と
同
様
に
、引

き
続
き
一
定
の
窓
口
負
担
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
は
、令
和
８
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

▼
高
等
学
校
／
自
宅

通
学
＝
１
万
円
以
内
、自
宅
通
学

以
外
＝
３
万
円
以
内
▼
高
等
専
門

学
校
、専
修
学
校
、短
期
大
学
、大

学
／
自
宅
通
学
＝
４
万
円
以
内
、

自
宅
通
学
以
外
＝
５
万
円
以
内

正
規
の
修
業
期
間
内

▼
市
内
に
在
住（
過

去
在
住
も
含
む
）し
、生
計
の
基
礎

が
市
内
に
あ
り
、心
身
と
も
に
健

康
な
人
▼
最
終
学
年
の
直
近
の
成

績
が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た

は
成
績
順
位
が
上
位
50
㌫
以
内
の

人
▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
人　
　
　
　
　

１
人　

大
学
、正
看
護
師
の
資
格

が
取
得
で
き
る
学
校

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学
部

な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外
＝

４
年
以
内

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
保
険
給
付
係
・
年
金
医
療

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）

 

２
１
６
６

　

市
内
参
加
企
業
に
よ
る
会
社
概

要
説
明
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

職
業
相
談
を
実
施
し
、就
職
希
望

者
の
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

７
月
１
日（
火
）▼
第
一
部

＝
午
前
10
時
〜
正
午
▼
第
二
部
＝

午
後
２
時
〜
４
時

エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

▼
高
校
生
、短
大
生
、高

専
生
、大
学
生
、大
学
院
生
、専
修

学
校
生
▼
一
般
求
職
者
▼
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
▼
学
生
の
保

護
者

無
料

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
全
世

帯
へ
送
付
し
た「
と
め
地
域
活
性

化
商
品
券
」の
使
用
期
限
は
、６
月

30
日（
月
）ま
で
で
す
。期
限
ま
で

に
忘
れ
ず
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、不
在
な
ど
に
よ
り
受
け

取
り
が
で
き
な
か
っ
た
世
帯
の
商

品
券
は
、地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

で
保
管
し
て
い
ま
す
。必
ず
事
前

に
連
絡
の
上
、来
庁
く
だ
さ
い
。

６
月
30
日（
月
）

※
世
帯
主
以
外
の
人
で
も
受
け
取

り
可
能
で
す

平
日（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

産
業
経
済
部
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
課

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

き
は
、待
ち
時
間
の
少
な
い「
予

約
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【

】全
国
共
通
予

約
専
用
受
付
電
話

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す

※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、電
話

相
談
に
も
応
じ
ま
す

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
給
付

に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

0220-23-8688下田中53番地8
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柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、職
業
生
活
上
の
問
題

や
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

７
月
22
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い障

害
者

就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

　

家
族
や
友
達
、仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
、安
心
で
き
る
場
で
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。女
性
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。

７
月
８
日（
火
）午
前
10
時

　

大
麻
や
一
部
の
け
し
は
、法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

け
し
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
切
り

花
用
の
植
物
と
し
て
人
気
が
あ
り

ま
す
が
、栽
培
禁
止
の
け
し
に
は

園
芸
用
の
も
の
と
外
観
が
似
て
い

る
品
種
が
あ
る
た
め
、注
意
が
必

要
で
す
。

　

不
正
大
麻
や
け
し
は
犯
罪
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。不

正
栽
培
、ま
た
は
自
生
し
て
い
る

大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
と
き
は
、

保
健
所
や
警
察
署
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

石
巻
保
健
所
登
米

支
所（
食
品
薬
事
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

】7
月
25
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

〜
午
後
２
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

７
月
７
日（
月
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ

☎
０
８
０（
９
２
５
６
）０
０
３
５

　

生
活
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

家
庭
の
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、困
り
ご
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

７
月
３
日（
木
）午
前
10
時

　
　
　
　

県
内
の
法
人・個
人
事
業
者

➊
７
月
29
日（
火
）

県
大
崎
合
同
庁
舎
➋
８
月
19
日（
火
）

県
石
巻
合
同
庁
舎
➌
８
月
26
日（
火
）

県
気
仙
沼
合
同
庁
舎

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

各
会
場
４
〜
６
人

※
先
着
順
と
な
り
ま
す

開
催
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
予
約

※
詳
し
く
は
、県
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（令和７年５月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ７ Ｒ６ 増減数

人身事故
発生件数 19件 29件 ▲10件

死者数 ０人 １人 ▲１人

負傷者数 25人 34人 ▲９人

物損事故
発生件数 519件 503件 16件

※Ｒ7年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和７年5月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,770 9,205 9,610 18,815 （▲18）

登米 1,725 2,014 2,198 4,212 （▲7）

東和 2,171 2,592 2,624 5,216 （▲15）

中田 5,292 7,169 7,384 14,553 （▲14）

豊里 2,150 2,894 2,969 5,863 （▲15）

米山 2,778 3,928 3,985 7,913 （▲11）

石越 1,460 2,046 2,026 4,072 （▲11）

南方 2,714 3,797 3,954 7,751 （▲4）

津山 1,096 1,300 1,448 2,748 （▲6）

合計 27,156 34,945 36,198 71,143 （▲101）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

宮
城
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

☎
０
２
２（
２
３
３
）３
１
２
４

０
２
２（
２
３
３
）３
１
２
５

死syokn@
pref.m

iyagi.lg.jp

　

今
年
度
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
ど
も

園
の
園
庭
を
、未
入
園
児
の
い
る

家
庭
に
一
般
開
放
し
ま
す
。育
児

相
談
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

毎
週
水
曜
日（
雨
天
時

は
遊
戯
室
を
開
放
）

】午
前
10
時
〜
11
時

南
方
認
定
こ
ど
も
園

（
南
方
町
新
高
石
浦
１
５
５
番
１
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
３
８

　

同
窓
生（
卒
業
生
）は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。な
お
、今
年
は
学
校

創
立
10
周
年
の
記
念
行
事
を
10
月

に
実
施
し
ま
す
。

７
月
19
日（
土
）午
前
10
時

30
分（
午
前
10
時
よ
り
受
付
）

登
米
総
合
産
業
高
等
学
校

総
合
産
業
教
室
１

当
日
、直
接
会
場
ま

で
来
場
く
だ
さ
い同

窓
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

　

耕
作
放
棄
地
や
不
作
付
け
地
な

ど
の
遊
休
農
地
は
、病
害
虫
や
有

害
鳥
獣
の
発
生
原
因
に
な
る
な

ど
、周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
や
実
態
を
把

握
し
、農
地
の
違
反
転
用
を
防
い

で
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、市
内

全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
は
、農
地
に
立
ち
入

り
、状
況
写
真
を
撮
影
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、農
地
利
用
状
況
調
査
員

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
を

支
援
す
る
た
め
、Ａ
Ｉ
を
使
っ
た

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
い
ま
す
。出
張
登
録
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

】７
月
26
日（
土
）

迫
公
民
館

７
月
24
日（
木
）

「
み
や
マ
リ
！
」公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
お
よ
び

入
会
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

１
万
１
千
円（
２
年
間

有
効
・
20
歳
代
は
半
額
）

※
必
要
書
類
な
ど
、詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

み
や
ぎ
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー「
み
や
マ
リ
！
」

☎
０
２
２（
７
９
７
）３
０
８
３

　

施
設
の
概
要
説
明
や
見
学
、訓

練
体
験
の
ほ
か
、個
別
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

身
体
・
知
的
・
精
神
障

害
、難
病
を
持
つ
人
や
、そ
の
親
族

お
よ
び
関
係
者

７
月
19
日（
土
）

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校（
仙
台
市
）電

話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
４
月
受
納
順
）

●
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
宮
城

推
進
本
部
様
／
横
断
旗
２
０
０
本

●
登
米
市
事
務
機
事
務
用
品
販
売

組
合
様
／
Ａ
４
カ
ラ
ー
ソ
フ
ト
ク

リ
ア
ー
ケ
ー
ス
４
４
０
個

●
野
家
一か

ず

行ゆ
き

様
／
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ラ
ス
ト
10
作
品
目

●
宮
城
豊
里
倉
庫
株
式
会
社
様
／

エ
ア
コ
ン
一
式

※
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す

総
務
部
総
務
課

（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

〜
11
時
30
分

➊
豊
里
高
齢
者
趣
味
の
交

流
館
➋
石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
➌
南

方
総
合
支
所無

料
登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

➊
７
月
８
日（
火
）➋
22
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
米
山
公
民
館
➋
南
方
公

民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

宮
城

県
原
子
力
安
全
対
策
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
４
０

Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
そ

の
家
族（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
相
続
人
）

７
月
26
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
６
時無

料

☎
０
２
２（
２
６
５
）２
２
１
７

☎
０
２
２（
２
６
５
）２
２
１
８

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対

策
東
北
弁
護
団
事
務
局（
小
野
寺

友
宏
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
１
２
０（
７
６
）０
１
５
２

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

で
埼
玉
県
北
本
市
へ
。入
選
で

第
２
席
と
な
り
、多
く
の
人
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
て

感
無
量
。こ
れ
か
ら
も
、よ
り
良

い
広
報
紙
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。係
長
の
私
が
や
る
気
を

出
す
ほ
ど
、係
員
が
大
変
に
な

る
ん
で
す
け
ど
ね
。（
高
橋
）

▼
先
日
、妹
の
結
婚
式
が
あ
り
、

自
前
の
カ
メ
ラ
を
携
え
出
席
。

「
い
い
写
真
撮
る
ぞ
〜
」と
意
気

込
む
も
、参
加
者
ゆ
え
身
動
き

が
取
れ
ず
、慣
れ
な
い
場
所
に

カ
メ
ラ
の
設
定
も
一
苦
労
…
。

い
い
写
真
は
プ
ロ
に
お
任
せ
し

て
、お
兄
ち
ゃ
ん
は
式
の
前
後

に
オ
フ
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
る
の
が

精
一
杯
で
し
た
。（
添
田
）

▼
と
き
め
き
人
の
石
川
さ
ん

は
、中
学
時
代
の
国
語
の
先
生
。

当
時
と
変
わ
ら
な
い
穏
や
か
な

笑
顔
と
優
し
い
話
し
方
で
、新

し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
楽
し
さ

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。家

族
み
ん
な
で
石
川
さ
ん
の
活
動

を
応
援
し
て
い
て
、今
回
の
受

賞
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
話

し
て
く
れ
た
旦
那
様
の
笑
顔
も

印
象
的
で
し
た
。（
森
田
）

　「受賞の連絡を受けた時、『信じられない！』と驚
いたものの、電話を切った途端には飛び上がって
喜んだのよ」と笑顔を見せた。石川さんは５月２日
から８日まで仙台市で開催された「第86回河北美
術展」において、応募があった616点の中から、洋
画の部最高賞の「河北賞」を受賞した。
　油絵を始めたのは５年前。絵画教室に入会して
いた孫が部活動で参加できなくなり、代わりに自
分が描いてみようと通い始めたことがきっかけ。
「退職後は新しいことに挑戦したいと思っていた
ので、チャンスに飛び乗った感じ」と振り返る。
　普段は家事の合間に少しずつ自宅で描いている
ため、葉っぱ１枚だけ描いて家事に戻ることもあ
り、一つの作品を完成させるまでには時間がかか

るという。作品の題材は、自分の心に強く響いたも
のを選ぶことが多い。今回描いた「火伏せの神々、
現る」は、子どもの頃から見てきた伝統行事「米川
の水かぶり」の神聖さを多くの人に知ってもらい
たいという思いから生まれた。行事当日、現場の空
気を感じて光景を目に焼き付け、行事の後にも何
度もお寺に行き、門の細かい部分までこだわった。
人物の手や水の動きは、夫と孫の協力のもと、自宅
の庭で実際に水をかける動作をしてもらい納得す
るまで絵の具を重ねた。その結果、力強さ、思い切
りの良さが審査員から評価された。
　「絵を描くのは好きなことだから、気の向くまま
にゆっくりと同じペースで続けていきたい」と石
川さんは穏やかな笑顔でキャンバスに向かう。

Profi le
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